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平成29年 酉年

あけまして
   おめでとうございます
議会が持つ監視・審査機能を十分に発揮し

               なお一層努力してまいりますので

                       よろしくお願い申し上げます

   おめでとうございます
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可決

モニターの声 写真の活動内容が分かるような注釈があると良い。

　

町
民
の
方
々
か
ら
、
「
山
交

バ
ス
が
現
在
の
路
線
バ
ス
を
撤

退
し
た
場
合
、
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。」
と
い
う
心

配
の
声
が
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
寒
河
江
市
や
山
交
バ
ス
㈱
と

何
回
と
な
く
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
、
乗
降
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
議

会
に
は
、
28
年
６
月
６
日
に
１

回
目
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

９
月
７
日
、
11
月
４
日
と
３
回

に
わ
た
り
経
過
や
結
果
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
※
全
員
協
議
会
で

十
分
な
議
論
を
行
い
、
12
月
21

日
の
臨
時
議
会
で
町
営
バ
ス
代

替
運
行
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
改

正
条
例
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

代
替
運
行
の
背
景

①
当
該
路
線
の
負
担
金
が
大
幅

　

に
増
加
し
、
利
用
者
数
が
今

　

後
も
減
少
す
る
こ
と
。

②
山
交
バ
ス
乗
車
料
金
の
引
き

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
何
ら

か
の
支
援
を
29
年
度
予
算

で
考
え
て
い
き
た
い
。

　

観
光
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に

向
上
す
る
と
町
で
は
説
明

し
て
い
る
が
、
観
光
客
に
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
な
が
ら
、
計
画
的
に

観
光
客
向
け
の
情
報
を
流
し
て

い
く
。

　

上
げ
の
可
能
性
が
あ
り
、
町

　

営
バ
ス
と
比
較
し
割
高
感
を

　

感
じ
る
こ
と
。

③
町
営
バ
ス
の
代
替
運
行
計
画

　

の
試
算
に
よ
り
自
治
体
及
び

　

利
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

　

る
こ
と
。

　
運
行
開
始
時
期

　

平
成
29
年
４
月

運
行
経
路

　

道
の
駅
に
し
か
わ
→
間
沢
待

　

合
所
→
白
岩
→
高
松
駅
前
角

　

→
寒
河
江
市
立
病
院
→
寒
河

　

江
駅

運
行
便
数

　

平
日
８
便

　

土
日
、
祝
祭
日
３
便

運　

賃

　

町
内　

２
０
０
円

　

町
外　

最
高
３
０
０
円

　

中
学
生
ま
で
無
料

運
行
経
費

　

運
行
距
離
割
合
に
応
じ
て
、

　

西
川
町
と
寒
河
江
市
が
負
担

バ
ス
購
入

　

新
た
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
１

　

台
購
入
す
る
が
、
当
面
は
既

　

存
の
４
台
の
バ
ス
で
運
行

質
疑
・
応
答

今
回
谷
地
行
き
の
運
行

を
、
検
討
の
対
象
に
し

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

谷
地
行
き
の
バ
ス
は
山
交

バ
ス
㈱
で
当
面
運
行
す
る

た
め
で
あ
る
。
今
後
意
向
も
聞

き
な
が
ら
検
討
す
る
が
、
谷
地

か
ら
の
帰
り
の
便
は
乗
り
継
ぎ

の
利
便
性
を
考
慮
し
て
時
刻
表

を
設
定
し
た
。

　

喫
緊
中
に
山
交
バ
ス
㈱
と
話

を
し
て
、
早
め
の
改
正
を
し
た

い
。

谷
地
高
校
に
通
学
す
る

高
校
生
の
方
が
、
山
形

方
面
の
通
学
生
よ
り
割
高
に
な

る
の
で
は
。

問

問

問 答

答 答

西
川
町
議
会
議
長

　　伊
藤

　哲
治

光
輝
く
飛
躍
の
年
に

　

地
方
に
光
を
‼
住
ん
で
い
る
町
を
明
る
く
元
気
の
あ
る
地
域
に
す
る
た

め
、国
が
地
方
創
生
を
掲
げ
て
２
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、い
ま
だ
豊
か
さ

等
を
実
感
で
き
る
に
は
、程
遠
い
現
状
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、便
利
さ
の
み
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今

日
、西
川
町
の
よ
う
に
地
理
的
条
件
が
不
利
な
町
か
ら
は
、若
者
が
去
り
、

過
疎
化・高
齢
化
が
歯
止
め
な
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　

財
政
基
盤
の
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱な
町
村
が
こ
の「
地
方
創
生
」に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

特
に
地
方
交
付
税
の
拡
充
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、議
会
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
、国
県
に
対
し
て
、地
方
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、制

度
設
計
、予
算
措
置
を
す
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
川
町
の
良
さ
、素
晴
ら
し
さ
を
確
認
し
、将
来
を
担
う
子
ど
も
達
や

若
者
が
故
郷
を
愛
し
、生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町
そ
し
て
子
ど
も
を
育
む

お
母
さ
ん
方
、
女
性
が
笑
顔
で
心
豊
か
に
元
気
い
っ
ぱ
い
活
躍
で
き
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
今
年
一
年
行
政
の
背
中
を
押
し
、
議
会
と
し
て
全
力
で

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
引

き
続
き
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
西
川
町
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
光
輝
く
飛

躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

町営バス代替運行計画

▲

４
月
か
ら
町
営
バ
ス
が
乗
り
入

れ
る
寒
河
江
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー    

第３回
臨時会
12月21日開催

山交バス路線の

※
全
員
協
議
会　

  

議
員
と
町
執
行
部
と
の
協
議
の
場
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質
疑
・
応
答

子
育
て
応
援
米
給
付
事
業

町
の
政
策
で
あ
る
な
ら

ば
、
※
当
初
予
算
に
計
上

す
べ
き
で
な
か
っ
た
の
か
。

平
成
29
年
度
は
当
初
予

算
で
計
上
す
る
か
検
討

す
る
。１

年
前
の
議
会
で
、「
年

齢
に
よ
る
応
援
米
の
配

主な補正予算
■一般会計
ネットワーク強靭化回線接続委託料………153万円
ネットワーク強靭化社会保障税番号システム委託料…350万円
山形県知事選挙費………………………………70万円
山形県議会議員補欠選挙費……………………86万円
水沢温泉館源泉ポンプ修繕料…………………70万円
臨時福祉給付金支給事業費………………1,800万円
路線バス運行計画変更準備経費……………210万円
骨髄移植ドナー助成金…………………………14万円
灯油購入代補助事業…………………………175万円
介護保険特別会計繰出金……………………831万円
子育て応援米給付事業費……………………484万円
公用車更新に係る費用………………………264万円
除雪機械修繕料………………………………150万円
西川町育英奨学資金山形県支援基金出捐金…250万円
啓翁桜トップセールス事業……………………23万円

モニターの声 単語・名称について難しいところがある。例えば“全員協議会”など…。余白に説明文があるとうれしい。

啓
翁
桜
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

負
担
金
の
支
出
先
と
内

訳
は
。

さ
が
え
西
村
山
農
協
で

あ
る
。
町
と
農
協
で
負

担
金
を
出
し
、
事
業
を
実
施
す

る
。

　

セ
ー
ル
ス
に
必
要
な
機
材
等

や
営
業
を
す
る
た
め
の
関
係
者

の
旅
費
で
あ
る
。

質
疑
・
応
答

路
線
バ
ス

車
内
放
送
設
備
設
置
工
事

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

29
年
４
月
か
ら
山
交
バ
ス

に
代
わ
っ
て
町
営
バ
ス
で

「
道
の
駅
に
し
か
わ
」
～
「
寒

河
江
駅
」
間
を
運
行
す
る
。

　

運
行
す
る
バ
ス
４
台
の
う
ち
、

２
台
に
車
内
放
送
設
備
を
設
置

す
る
。
な
お
、
他
の
２
台
に
は

す
で
に
設
置
し
て
い
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金

今
回
が
初
め
て
の
ケ
ー

ス
か
。
あ
る
い
は
町
内

で
事
例
が
発
生
し
た
た
め
に

予
算
を
計
上
し
た
の
か
。

今
年
度
県
で
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
の
助
成
制
度
を

制
定
し
た
。
本
町
に
お
い
て
事

例
は
な
い
が
、
積
極
的
に
対
応

す
べ
く
予
算
計
上
し
た
。

布
量
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

年
齢
に
よ
る
配
分
は
困

難
で
あ
り
、
配
布
量
は

一
律
に
す
る
。
29
年
度
に
実
施

す
る
場
合
も
、
基
本
的
に
は
一

律
で
考
え
て
い
る
。

補正
予算

　一般会計は４，７０６万円を追加して６１億２，２１１万
円に、国民健康保険特別会計は５，１２５万円を追加し
て８億２００万円に、公共下水道事業特別会計は９１万
円を減額し１億７，２４６万円に、介護保険特別会計は
９１２万円を追加して７億７，０７１万円に、水道事業会計の
収益的収支は１３万円を追加して１億３，５３９万円になりま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　（全員賛成）

問問

問問

問

答

答答

答

（万円未満四捨五入）

▲

啓
翁
桜
出
発
式

▲

新
設
し
た
本
道
寺
の

屋
外
拡
声
子
局

　平成28年 12月定例会は、12月 2日から7日までの会
期で開催されました。町からは人権擁護委員候補者の推薦、
1件の契約変更、3件の条例の改正及び設定、一般会計、特
別会計及び水道事業会計の補正予算が提出され、慎重に審議
した結果、全案件を全員賛成で可決しました。
　また2件の請願が提出され全員賛成で採択し、さらに議員
発議での意見書を全員賛成で可決しました。一般質問は5人
の議員が7件について行いました。

12 月
定 例 会

契
約
の
変
更

☆
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

　

整
備
工
事

（
変
更
前
）

　

２
億
２
２
４
８
万
円

（
変
更
後
）

　

２
億
５
２
０
７
万
２
千
円

　

２
９
５
９
万
２
千
円
の
増
額

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

 

※
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
を
付

加
す
る
屋
外
拡
声
子
局
14
か
所

の
う
ち
の
12
か
所
に
、
新
た
に

避
難
所
等
建
物
内
に
通
話
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
契
約

の
変
更
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

　

志
田
浩
一
氏
及
び
太
田
敏
郎

氏
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

後
任
と
し
て
次
の
候
補
者
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
泉　

賴
成
さ
ん
（
横
岫
）

　

奥
山　

茂
喜
さ
ん
（
海
味
）

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条　

例

★
西
川
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等

　

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
設
定

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

★
西
川
町
町
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

★
西
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給

　

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

請
願
審
査

　

2
件
の
請
願
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
し

ま
し
た
。　

　

採
択
し
た
請
願
は
、
関
係
大

※
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能

　

災
害
時
用
の
連
絡
手
段
と
し

て
役
場
と
双
方
向
で
交
信
が
で

き
る
も
の

臣
及
び
衆
参
議
長
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
請
願
の

意
見
書

★
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求

　

め
る
意
見
書

　

冬
季
観
光
産
業
の
重
要
な
柱

で
あ
る
ス
キ
ー
場
産
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
免
税
軽
油
制

度
が
、
平
成
30
年
３
月
31
日
に

廃
止
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　

免
税
軽
油
制
度
は
、
道
路
を

走
ら
な
い
機
械
の
動
力
源
と
し

て
使
用
す
る
軽
油
を
免
税
す
る

制
度
で
、
こ
の
制
度
が
無
く
な

れ
ば
ス
キ
ー
場
産
業
等
で
は
大

き
な
負
担
増
を
強
い
ら
れ
、
地

域
経
済
に
計
り
知
れ
な
い
悪
影

響
を
与
え
る
た
め
、
免
税
軽
油

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

★
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

　

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
２
分

　

の
１
復
元
に
係
る
意
見
書　

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や
、
学

び
の
質
を
高
め
る
た
め
の
教
育

環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
計
画

的
な
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進

及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

追
加
意
見
書

★
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

　

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

　

見
書

　

全
国
の
町
村
で
は
議
員
へ
の

立
候
補
者
が
減
少
し
、
無
投
票

当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、
住
民

の
関
心
の
低
下
や
地
方
議
会
議

員
の
な
り
手
不
足
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議

員
の
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応

し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
議

員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
と

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加

入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

答

▲ 白い発芽胚芽米入りはえぬ
　　きを使用した小学校給食

※
当
初
予
算
…
年
度
初
め
の
予
算
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５
人
の
一
般
質
問

５
人
の
一
般
質
問

体
育
館町

内
に
８
か
所
あ
る

旧
小
学
校
体
育
館
は

全
て
必
要
な
の
か
。

　

利
用
度
の
少
な
い
体
育

館
の
維
持
管
理
は
、
「
全

額
町
負
担
で
な
く
一
部
地

元
負
担
あ
り
き
」
も
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
新
町
民
体
育
館

の
完
成
に
よ
り
、
廃

校
舎
体
育
館
の
利
用
頻
度

や
役
割
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
の
か
を
調
査
、

そ
の
う
え
で
必
要
性
を
検

証
し
、
地
元
と
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

必
要
性
を
踏
ま
え
存
続

す
る
と
決
定
し
た
体
育
館

の
維
持
管
理
費
用
は
、
町

が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

本
道
寺
地
区
集
会
セ
ン
タ
ー

避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
本
道
寺
地
区

集
会
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化

工
事
費
は
概
算
で
６
３
１
８

万
円
を
要
す
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。 　

地
元
の
対
応
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。

地
元
と
協
議
が
必
要

で
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
も
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
湖
月
山
荘

大
井
沢
地
区
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
月
山

沢
に
あ
る
湖
月
山
荘
の
存

否
に
つ
い
て
、
行
政
評
価

や
内
部
検
討
を
し
て
い
る

の
か
。セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は

歴
史
的
文
化
価
値
の

あ
る
建
物
と
は
い
え
ず
、

今
後
解
体
を
含
め
廃
止
を

進
め
る
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
湖
月
山
荘
は
、
現

在
は
町
内
唯
一
の
カ
ヌ
ー

艇
庫
と
し
て
利
用
し
て
お

り
、
代
替
え
施
設
を
設
置

で
き
れ
ば
、
速
や
か
に
廃

止
・
解
体
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

将
来
の
財
政
負
担
を

軽
減
、
均
一
に
す
る

た
め
に
、※
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
策
定
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。
策
定

後
、
町
民
に
説
明
し
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
が
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
公
共
施

設
等
の
管
理
運
営
に
あ
た

り
、
変
化
す
る
利
用
需
要

を
見
込
み
、
住
民
の
理
解

の
も
と
、
長
期
的
視
点
か

ら
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
等
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
年
度
、公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。

　

３
校
の
廃
校
舎
の
改

修
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
活
用
内
容
も
見
込

み
、
整
備
事
業
費
・
維
持

管
理
経
費
等
も
十
分
に
検

討
し
進
め
る
。

解
体
を
予
定
し
て
い

る
廃
校
舎
は
計
画
的

に
解
体
を
進
め
る
べ
き
で
、

各
地
区
に
解
体
年
次
を
予

告
し
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。西

山
小
、
入
間
小
、

西
部
中
の
３
校
が

残
っ
て
お
り
、
順
次
解
体

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

再
利
用
す
る
廃
校
舎
の
整

備
状
況
や
、財
政
負
担
を

勘
案
し
て
解
体
年
次
を
決

め
、
地
元
に
も
周
知
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
す

る
中
で
、
将
来
の
財
政
負

担
の
視
点
か
ら
公
共
施
設

の
更
新
や
維
持
管
理
問
題

が
あ
る
。

　

現
有
し
て
い
る
公
共
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

小
学
校
統
合
後
の
廃
校
舎

や
体
育
館
（
地
区
分
館
）

の
必
要
性
を
含
め
次
の
質

問
を
す
る
。

旧
小
中
学
校

川
土
居
小
は
歴
史
文

化
資
料
館
、
水
沢
小

は
産
業
交
流
館
、
大
井
沢

小
は
環
境
自
然
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
利
用
す
る
計

画
で
あ
る
が
、
内
部
改
造

費
を
含
め
、
費
用
に
対
す

る
効
果
に
つ
い
て
も
再
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

問

問

問問

問

問

答

答答

答

答答

答

宮林　昌弘　議員

一 般 質 問

利用頻度や役割を調査し地元と協議していく町長

公共
施設

将来の財政負担を考えたハコモノ、公共
施設の維持管理のあり方

※
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画　

　

地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
全
て
の

公
共
施
設
等
を
対
象
に
、
地
域
の
実
情

に 

応
じ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
管

理
す
る
計
画

▲ 耐震化されていない
　 本道寺地区集会センター

▲ 旧入間小学校

を
進
め
て
い
る
。

公
共
交
通
と
し
て

町
は
筋
力
を
鍛
え
て

と
言
う
が
、
高
齢
者

に
な
る
と
大
変
な
人
も
出

て
く
る
。
数
は
少
な
い
が

そ
う
い
う
人
た
ち
に
も
、

福
祉
的
で
は
な
く
、
バ
ス

と
同
じ
２
０
０
円
で
、庭
先

ま
で
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
は
。

ど
う
し
て
も
大
変
な

人
が
い
れ
ば
民
生
委

員
等
を
通
じ
て
、
地
域
や

行
政
の
対
応
を
検
討
す
る

べ
き
で
あ
る
。

国
へ
の
働
き
掛
け

国
の
責
任
で
整
備
を

行
う
よ
う
町
長
は
声

を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
の
移
動
と
合

わ
せ
て
買
い
物
弱
者

な
ど
、
過
疎
地
と
し
て
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

町
村
長
全
国
大
会
の
中

で
も
要
望
し
て
い
る
。

当
初
予
算
に
計
上
を

今
年
度
も
当
初
予
算

に
は
な
く
、
心
配
し

た
が
、
こ
の
度
の
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、

安
堵
し
た
。
灯
油
代
と
い

う
よ
り
冬
季
生
活
支
給
に

近
い
も
の
で
、
雪
国
の
恒

常
的
な
支
援
事
業
と
し
て
、

当
初
予
算
に
組
む
べ
き
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

見
直
し
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

お
出
か
け
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

一
定
の
障
害
者
に
対
す
る

小
型
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

交
付
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

乗
り
合
い
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
は
、
県
内
で
は
一

部
の
市
町
村
が
運
行
を

行
っ
て
い
る
が
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
不
便
な
点
も

多
く
、
寒
河
江
市
な
ど
は

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
暮
ら
し
た
い

75
歳
以
上
の
「
免
許

証
の
返
上
」
等
で
運

転
が
で
き
な
く
な
る
交
通

弱
者
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
の
免
許
更
新

時
の
講
習
の
見
直
し

に
よ
る
、
免
許
の
返
納
な

ど
の
対
応
も
含
め
、
交
通

弱
者
対
策
に
つ
い
て
検
討

　

今
年
度
限
り
で
、
山
交

バ
ス
が
撤
退
し
、
町
営
バ

ス
が
運
行
さ
れ
る
。
現
在
、

町
内
で
は
車
が
な
い
と
不

便
な
状
況
に
あ
る
。
高
齢

に
な
り
、
運
転
が
で
き
な

け
れ
ば
、
こ
こ
を
離
れ
る

し
か
な
い
と
言
う
。
移
動

手
段
の
な
い
交
通
弱
者
が

格
段
に
増
え
る
と
予
想
さ

れ
る
。

庭
先
ま
で

足
腰
が
悪
く
て
歩
く

の
が
大
変
な
人
や
、

バ
ス
停
留
所
ま
で
遠
い
人

た
ち
に
、
庭
先
ま
で
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し

て
、
救
済
す
る
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
営
バ
ス
の
運
行
、

介
護
保
険
制
度
で
の

問

問

問問

問

答

答答

答

飯野　咲子　議員

一 般 質 問

交通弱者対策について検討を進めている

必要に応じ検討する

町長

町長

公共
交通

支援

ドア・ツー・ドア（庭先）の取り組みで安心のくらしを

福祉灯油補助の制度化を

▲ 町内にある
　　タクシー会社

▲

灯
油
計
量
器
か
ら
の
給
油

　

質
問
が
２
つ
以
上
あ
る
と
き
は
、
質
問
者
の

意
向
に
よ
り
紙
面
を
構
成
し
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
就
業
雇
用

の
拡
大
を

町
の
特
産
品
で
あ
る

山
菜
の
産
業
化
を
、

町
と
と
も
に
協
働
で
で
き

な
い
か
。

意
見
を
い
た
だ
い
た

内
容
を
踏
ま
え
て
、

本
町
な
ら
で
は
の
農
業
分

野
へ
の
手
伝
い
も
今
後
さ

ら
に
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

足
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
管
理

者
１
人
・
介
護
支
援

専
門
員
１
人
・
看
護
師
１

人
・
介
護
職
及
び
補
助
員

13
人
の
合
計
15
人
程
度
で

職
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。町
内
か
ら
３
人
の
採

用
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今

後
、
最
低
で
も
６
人
程
度

の
採
用
が
必
要
な
状
況
に

あ
る
。

　

そ
の
た
め
町
と
し
て
も
、

職
員
の
募
集
を
再
度
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
す
る
。
さ

ら
に
、
関
係
者
及
び
関
係

機
関
と
の
調
整
や
協
力
を

得
な
が
ら
、
職
員
の
確
保

を
進
め
て
い
る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー県

内
多
く
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

業
績
が
緩
や
か
に
下
降
し

て
い
る
中
で
、
本
町
は
業

績
を
堅
持
し
て
い
る
。

　

会
員
、
役
員
、
事
務
局

一
体
の
努
力
で
あ
る
が
、

　

国
は
「
高
齢
社
会
対
策

大
綱
」
を
示
し
て
、
人
生

90
年
現
役
時
代
の
社
会
構

築
を
促
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
「
現
役
延
長

運
動
」
の
計
画
で
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
を
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。

介
護
施
設
と
こ
し
え

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
及
び
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
と
こ
し
え
が
運
営

さ
れ
て
半
年
に
な
る
。
職

員
不
足
の
た
め
入
所
を
待

っ
て
い
る
方
が
数
人
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
職
員
充

モニターの声 全てのページが問→答形式になっているためわかりやすい。

の
飲
み
放
題
は
経
営
的
に

か
な
り
厳
し
か
っ
た
。
価

格
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
提
供
す
る
料
理
、

社
員
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

し
て
い
き
た
い
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
し

て
、
ど
ん
ど
ん
意
見
を

言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
産
業

総
合
産
業
推
進
係
が

役
場
か
ら
道
の
駅
に

し
か
わ
に
移
動
し
た
が
、

動
き
が
見
え
な
い
。
新
商

品
の
開
発
等
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

道
の
駅
に
し
か
わ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合

わ
せ
、
い
き
い
き
直
売
会

と
の
調
整
な
ど
の
対
応
を

し
て
き
た
。

　

商
品
を
開
発
し
、
町
の

新
た
な
特
産
品
と
し
て
販

売
で
き
る
体
制
を
と
る
こ

と
が
一
つ
の
業
務
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
生
産
者
や
町
内

企
業
な
ど
の
現
場
に
入
っ

て
、
農
産
物
を
生
か
し
た

新
た
な
商
品
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

仕
事
が
見
え
な
い
と
の

指
摘
も
あ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
不

足
を
反
省
し
て
い
る
。

方
針社

長
も
変
わ
っ
た
の

で
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
道
の
駅
に
し
か
わ

の
経
営
改
善
、
体
質
改
善

を
図
っ
て
い
く
の
か
。
そ

の
方
針
は
。

社
員
の
信
頼
関
係
を

内
部
で
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
社
員
の

頑
張
り
が
空
回
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

　

会
社
の
経
営
は
非
常
に

厳
し
い
。
道
の
駅
に
し
か

わ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

か
ら
銘
水
館
の
客
数
は
増

え
て
い
る
が
、
温
泉
館
の

売
店
や
月
山
湖
売
店
は
か

な
り
減
っ
て
い
る
。

　

自
社
で
の
名
物
商
品
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
冬
至
か
ぼ
ち
ゃ

の
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
の
商

品
開
発
を
指
示
し
て
い
る
。

　

店
舗
だ
け
で
の
商
売
は

天
気
に
左
右
さ
れ
る
。
外

販
を
重
視
し
強
化
し
て
い

き
た
い
。

５
人
の
一
般
質
問

務
も
早
急
に
交
代
す
る
よ

う
会
社
へ
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
た
だ
す
ぐ
に
は
で

き
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
早
め
に
交
代
す
る
方

向
で
あ
る
と
会
社
か
ら
は

聞
い
て
い
る
。

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
不

満
の
声
も
聞
い
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
地
ビ
ー
ル
を

楽
し
む
会
で
は
、
会
費
が

５
千
円
に
な
っ
て
料
理
等

は
変
わ
ら
ず
、
前
も
っ
て

準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
ビ

ー
ル
が
ぬ
る
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
が
な

く
な
れ
ば
自
分
で
取
り
に

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
家
と
か
別
の

所
で
飲
ん
だ
方
が
良
い
と

い
う
こ
と
で
会
員
も
減
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
宴
会
も

減
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

改
善
策
な
ど
あ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
夜
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
４
千
円
で

　

道
の
駅
に
し
か
わ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
利
用
客

が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
売
上
状
況
や

経
営
改
善
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
成
果
が
見
ら
れ
な
い
。　

　

ま
た
、
地
元
で
も
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
以
前
よ
り
客
の

対
応
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
の

評
判
が
良
く
な
い
と
聞
く
。

経
営
改
善
、
体
質
改
善
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

外
部
導
入

専
務
の
外
部
導
入
は
、

町
長
が
答
弁
し
て
か

ら
随
分
時
間
が
経
っ
て
い

る
。
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

平
成
2８
年
４
月
に
社

長
を
交
代
し
た
。
専

問問

問問

問

問問

答

答答

答答答

大江　広康　議員

一 般 質 問

外販を重視し強化していきたい副町長

道の駅
にしかわ 西川町総合開発㈱の経営改善について

５
人
の
一
般
質
問

今
後
の
機
能
強
化
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

各
種
受
託
業
務
の
技

術
講
習
会
を
開
催
し
、

技
術
の
習
得
と
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度

や
日
常
生
活
支
援
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
対
応
と

併
せ
、
需
要
の
把
握
と
供

給
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　

今
後
、町
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
高
齢
者
の
就
業
、
社

会
参
加
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

青山　知教　議員

一 般 質 問

町民一丸となったまちづくりが重要である町長

高齢者 生涯現役社会づくりへの方策を

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
の
主
役

で
あ
っ
た
高
齢
者
の

多
く
が
利
用
す
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
、
生
涯
現
役
総
合

活
動
支
援
施
設
と
し
て
、

よ
り
集
え
る
施
設
の
強
化

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

町
民
一
丸
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
※
公
共
施
設
等
管
理
運
営

協
議
会
を
さ
ら
に
強
化
し
、

今
後
の
投
資
も
含
め
て
検

討
す
る
。

▲

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

▲

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
設
置

▲

銘
水
館
レ
ス
ト
ラ
ン
券
売
機

▲

剪せ
ん
て
い定
講
習
会

※
公
共
施
設
等
管
理
運
営
協
議
会

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
公
共
施

設
等
の
利
用
計
画
及
び
管
理
運

営
、
設
置
目
的
達
成
の
た
め
必
要

な
事
項
に
関
す
る
こ
と
を
調
査
審

議
す
る
協
議
会

答

問答
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５
人
の
一
般
質
問

起　

業『
創
業
セ
ミ
ナ
ー
』

な
ど
を
通
し
て
、
起

業
を
促
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。啓

翁
桜
、
そ
ば
、
ほ

う
れ
ん
草
な
ど
こ
の

十
数
年
の
総
合
産
業
の
中

で
育
っ
た
も
の
も
あ
り
、

起
業
に
結
び
付
け
る
視
点

で
検
討
し
て
い
る
。

移　

住人
口
減
少
の
歯
止
め

は
、
他
市
町
村
か
ら

「
人
を
呼
ぶ
」
こ
と
が
大

切
だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

窓
口
を
一
本
化
し
移
住
相

談
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
川
町
へ
の
移

住
先
駆
者
の
成
功
事
例
な

ど
を
掲
載
し
た
移
住
専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

産
業
育
成

西
川
町
の
資
源
を
生

か
し
た
産
業
の
育
成

は
具
体
的
に
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

第
１
次
産
業
に
お
い

て
は
、
林
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
山
菜
、
き

の
こ
の
栽
培
拡
大
、
啓
翁

桜
や
そ
ば
の
生
産
拡
大
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

第
２
次
産
業
に
お
い
て

は
、
月
山
山
菜
そ
ば
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
支
援
、
地
酒
・
地

ワ
イ
ン
・
地
ビ
ー
ル
・
月

山
自
然
水
の
生
産
・
販
売

拡
大
支
援
、
発
芽
胚
芽
米

の
加
工
、
販
売
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
製
品
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
で
の
返
礼
商
品
と

し
て
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

第
３
次
産
業
に
お
い
て

は
、
豪
雪
を
生
か
し
た
四

季
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
山

岳
信
仰
を
生
か
し
た
六
十

里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

西
川
町
の
自
然
教
育
や
生

活
様
式
を
生
か
し
た
教
育

旅
行
な
ど
の
展
開
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

町
の
資
源
は
大
変
豊
富

で
あ
り
、総
合
産
業
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、経
済
的

付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

　

以
上
の
経
過
を
受
け
次

の
と
お
り
質
問
す
る
。

雇　

用人
口
問
題
の
解
決
に

は
、「
雇
用
の
創
出
」

が
欠
か
せ
な
い
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

雇
用
奨
励
金
を
交
付

し
、
町
内
企
業
へ
の

雇
用
拡
大
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
従
業
員
を
募

集
し
て
も
全
部
が
町
民
の

方
で
埋
ま
ら
ず
、
応
募
率

は
約
半
数
レ
ベ
ル
に
な
っ

て
い
る
。

　

町
内
に
希
望
企
業
が
な

く
町
外
に
就
職
し
て
も
、

町
か
ら
通
勤
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
雇
用

促
進
住
宅
の
購
入
や
分
譲

地
購
入
に
か
か
る
若
者
支

援
、
さ
ら
に
は
若
者
集
合

住
宅
の
建
築
、
若
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
長
期

賃
貸
住
宅
の
建
築
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
に
対
す

る
平
成
27
年
12
月
定
例
会

の
町
の
答
弁
は
次
の
と
お

り
。

①
10
年
後
の
人
口
５
千
人

を
割
ら
な
い
政
策
が
第
６

次
総
合
計
画
で
あ
る
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
は
、
大
変
難
し

い
こ
と
で
あ
る
。

②
解
決
策
は
、
第
６
次
総
と

国
が
進
め
る
地
方
創
生
に
よ

り
、
地
方
の
産
業
育
成
を
図

る
こ
と
で
あ
る
。

③
産
業
振
興
と
し
て
は
町

の
資
源
を
生
か
す
こ
と
。

④
子
育
て
支
援
策
に
よ
っ

て
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
で
他
市

町
村
に
先
行
し
た
政
策
を

組
ん
で
い
く
。

⑤
進
め
方
と
し
て
は
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
計
画
を
具
体

化
す
る
。

答

答

答

答

佐藤　幸吉　議員

一 般 質 問

移住のための情報発信を強化する町長

人口
減少 歯止めをかけるための具体的方策は

そ
の
他
の
質
問

◇
西
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
見
直
し
と
ふ
る
さ

　

と
文
化
展
示
館
の
改
装
を

問

問

問

問

▲ 豊かな町の自然を生かす

文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

　読
者
モ
ニ
タ
ー
が

　
　決
ま
り
ま
し
た
！

　

議
会
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
、
分
か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
元
小
学
校
教
員
の
新
宮
隆

子
氏
に
引
き
続
き
お
願
い
し
、
モ

ニ
タ
ー
に
は
、新
た
に
男
性
７
人
、

女
性
３
人
の
計
10
人
の
方
に
決
定

し
お
願
い
し
ま
し
た
。

*

氏
名
の
公
表
を
望
ま
な
い
方
も
い 

　

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
記
載
は
控

　

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲新宮隆さん

元議会議員の新宮隆さん（吉川）が、地方自
治功労と教育功労が認められ、瑞

ずいほうそうこうしょう

宝双光章を
受章されました。

長年の功績をたたえて

議
会
全
員
協
議
会

■
11
月
４
日　
山
交
バ
ス
路
線
の
町
営
バ
ス
代
替
運
行
計
画（
案
）

■
12
月
２
日　

町
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
策
定
状
況

■
12
月
21
日　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

議
会
運
営
委
員
会

■
11
月
21
日　

第
４
回
定
例
会
の
運
営

■
12
月
16
日　

第
３
回
臨
時
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
11
月
７
日　

事
務
調
査
「
交
通
体
系
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

　
　
　
　
　
　

含
む
）
の
整
備
」
等

■
11
月
24
日　

政
策
提
言
の
協
議

■
12
月
６
日　

請
願
審
査
等

■
12
月
21
日　

政
策
提
言
書
提
出

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
10
月
17
日　

事
務
事
業
評
価

■
11
月
９
日　

政
策
提
言
の
協
議

■
12
月
６
日　

事
務
調
査
「
総
合
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
リ
ニ

　
　
　
　
　
　

ュ
ー
ア
ル
後
の
動
き
」
等

■
12
月
21
日　

政
策
提
言
書
提
出

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
12
月
６
日　

議
会
だ
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
会
議

■
12
月
９
日　

編
集
会
議

■
12
月
14
日　

編
集
会
議

■
12
月
20
日　

第
１
回
校
正

■
12
月
22
日　

第
２
回
校
正
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
12
月
27
日　

第
３
回
校
正

■
１
月
６
日　

第
４
回
校
正

視
察
受
け
入
れ　
　

19
ペ
ー
ジ
参
照

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
の
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののののの
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
きききききききききききききききき

　

平
成
27
年
12
月
、
町
に
対
し
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
、「
菊
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
伝
統
あ
る
菊
ま
つ
り
は
、
年
々
出
品
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
を
行
っ
た
議
会
の
議
員
も
「
三
本
立
」

と
「
玉
菊
」
の
２
種
類
の
菊
花
を
各
々
で
育
て
、

2８
年
10
月
22
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
い
べ
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
西
川
菊
ま

つ
り
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

町
主
催
の
３
回
の
講
習
会
に
参
加
し
指
導
を

受
け
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が
初
め
て

の
菊
づ
く
り
の
挑
戦
で
、
満
足
で
き
る
菊
の
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

で
し
た
。

　

来
年
も
菊
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
菊
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

菊
ま
つ
り
に
出
展

全
議
員

▲ 初めて出展した三本立

▲ まち・ひと・しごと
　　創生総合戦略
　　の冊子
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産
物
を
主
な
原
材
料
に
用
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
と
加
工
製
造
直
売

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

ス
タ
イ
ル
で
、
常
時
50
種
類
の

料
理
を
提
供
、
店
内
に
は
１
２

０
席
が
あ
り
ま
し
た
。
視
察
日

は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
満
席

の
お
客
さ
ん
で
、
店
外
で
待
っ

て
い
る
方
も
お
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
子
供
を
連
れ
た
若
い

お
母
さ
ん
方
が
た
く
さ
ん
利
用

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

  

視
察
感
想

　

上
越
市
は
、
本
町
と
同
じ
大

変
な
豪
雪
地
帯
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
雪
は
地
域
の
資
源

と
の
発
想
で
、
ま
ち
づ
く
り
や

企
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
が

大
変
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
考
え
を
本
町
で
も
生
か

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

モニターの声 ナラ枯れ被害はしっかりした対策を望む。

  

視
察
感
想

雪
室
野
菜

　

野
菜
の
成
分
が
普
通
の
野
菜

と
ど
う
違
う
の
か
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
出
荷
す
れ
ば
一
番
甘

み
が
出
る
か
な
ど
を
研
究
し
、

さ
ら
な
る
品
質
向
上
を
目
指
し
、

雪
室
野
菜
に
取
リ
組
ん
で
い
ま

し
た
。

あ
る
る
ん
の
杜

　

2８
年
７
月
に
は
、
さ
ら
な
る

農
業
所
得
の
向
上
と
地
産
地
消

の
推
進
を
め
ざ
し
、
複
合
施
設

「
あ
る
る
ん
の
杜
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
直
売

所
の
出
荷
野
菜
、
地
場
産
農
畜

あ
る
る
ん
畑

　

18
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
産

物
直
売
所
「
あ
る
る
ん
畑
」
は
、

雪
下
野
菜
の
取
り
組
み
以
降
、

直
売
所
の
出
荷
会
員
が
オ
ー
プ

ン
当
初
の
２
５
０
人
か
ら
約
７

０
０
人
、
来
場
者
は
年
間
38
万

人
を
超
え
ま
し
た
。

　

売
り
上
げ
も
初
年
度
１
億
円

余
り
だ
っ
た
の
が
、
27
年
度
は

６
億
４
千
万
円
で
県
内
で
も
有

数
の
直
売
所
に
成
長
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県　

上じ
ょ
う
え
つ越
市

　

Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越

　

平
成
13
年
に
７
つ
の
Ｊ
Ａ　

　

が
合
併
し
、
上
越
市
と
妙

　

高
市
を
管
轄

  

視
察
内
容

　

こ
の
地
域
は
冬
季
間
は
田
畑

が
雪
で
閉
ざ
さ
れ
る
た
め
、
野

菜
な
ど
の
園
芸
作
物
に
は
取
り

組
み
に
く
く
、
ま
た
冬
場
は
農

業
が
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
冬
の
農
業
の
障
害

と
考
え
て
い
た
雪
を
、
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
発
想

　

新
潟
県　

津つ
な
ん南
町

　

・
人
口　

１
万
２
０
４
人

　

・
世
帯
数　
３
５
６
４
世
帯　

　

・
面
積　

１
７
０
・
21
㎢

　
　
　

  

視
察
内
容

　

津
南
町
で
は
、
町
営
及
び
民

間
バ
ス
の
乗
車
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
や
、
小
学
校
統
合
に
よ

る
交
通
確
保
と
県
立
中
等
教
育

学
校
の
開
設
に
よ
る
通
学
体
系

の
見
直
し
な
ど
を
目
的
に
、
平

成
21
年
に
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

22
年
か
ら
実
証
運
行
を
行
い
、

24
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
統
合
小
学
校
の
新
通

学
体
系
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に

よ
り
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
、

バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
を
町
立
病

院
ま
で
延
長
し
高
齢
者
の
交
通

　

富
山
県　

朝あ
さ
ひ日
町

　

・
人
口　

１
万
２
７
１
２
人

　

・
世
帯
数　
４
９
０
７
世
帯　

　

・
面
積　

２
２
７
・
41
㎢

  

視
察
内
容

　

朝
日
町
に
は
10
の
地
区
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
、
地

区
公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦

人
会
、
体
育
協
会
、
社
会
福
祉

10
月
19
日
～
21
日

　新
潟
県
と
富
山
県
に
行
き
ま
し
た

活
か
そ
う
我
が
町
に

行
政
視
察
報
告

を
転
換
し
た
雪
下
野
菜
の
取
り

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。
品
目

は
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、

ネ
ギ
で
、
「
雪
下
畑
の
仲
間
た

ち
」
で
商
標
登
録
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
初
の
生
産
者
は
25
人
で
し

た
が
、
徐
々
に
増
え
現
在
で
は

60
人
を
超
え
ま
し
た
。
生
産
額

も
１
人
当
た
り
当
初
の
１
３
０

万
円
か
ら
、
現
在
で
は
１
千
万

を
超
え
る
生
産
者
も
出
て
き
ま

し
た
。

の
確
保
な
ど
の
効
果
が
出
て
い

ま
す
。
し
か
し
人
口
減
少
に
よ

る
利
用
者
の
減
少
や
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
返
納
に
よ
る
交
通

の
確
保
な
ど
対
応
が
迫
ら
れ
て

い
る
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
し

た
。

  

視
察
感
想

　

本
町
で
は
、
昭
和
52
年
に
町

営
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
て
以

来
、
通
学
・
通
院
の
交
通
の
要

と
し
て
町
民
か
ら
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
道
の
駅
に
し
か
わ
～
Ｊ
Ｒ
寒

河
江
駅
間
の
山
交
路
線
バ
ス
廃

止
の
代
替
と
し
て
町
営
バ
ス
を

運
行
す
る
予
定
で
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
実
証
実
験
な
ど
を

行
っ
て
運
行
し
て
い
る
津
南
町

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、

今
後
も
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
交
通
確
保
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

協
議
会
を
一
つ
の
自
治
組
織
と

し
て
と
ら
え
、
町
が
担
当
職
員

を
配
置
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
な
が
ら
自
治
振
興
会
を
設
立

し
組
織
化
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
自
治
振
興
会
で
は
、

地
区
の
総
意
を
決
定
す
る
評
議

委
員
会
、
運
営
を
行
う
役
員
会

を
設
置
し
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
毎
日
４
～
５
時
間
勤

務
の
事
務
局
員
１
人
を
配
置
し

な
が
ら
、
福
祉
・
防
犯
・
公
民

館
講
座
活
動
、
体
育
大
会
や
敬

老
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
連

帯
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

朝
日
町
で
は
各
地

区
の
自
治
振
興
会
に
、

一
律
60
万
円
に
人
口

１
人
当
た
り
２
０
０

円
を
加
算
し
た
運
営

費
補
助
、
40
万
円
の

事
務
局
員
の
補
助
、

50
万
円
ま
で
は
定
額
、

50
万
円
を
超
え
る
場

合
は
事
業
費
１
０
０

万
円
を
限
度
に
超
過

分
の
２
分
の
１
の
事

業
費
の
補
助
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

雪
を
地
域
の
資
源
に

　
地
域
の
足
を
確
保

　
地
域
づ
く
り
活
動

 

☆
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

 

☆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

雪
下
野
菜
・
雪
室
野
菜
の

取
り
組
み

地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み

自
治
振
興
会
の
取
り
組
み

  
視
察
感
想

　

本
町
で
も
急
激
な
人
口
減
少

や
高
齢
社
会
の
な
か
地
域
活
動

に
課
題
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

朝
日
町
の
自
治
振
興
会
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
絆
に
留
意
し
た
地
域
活

動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

  

視
察
内
容

  

視
察
内
容

▲ 買い物客でにぎわう「あるるん畑」

▲

新
潟
県
津
南
町
役
場
前
で

▲

地
域
づ
く
り
の
た
め
の

朝
日
町
地
区
ポ
ス
タ
ー

新
潟
県

佐
渡
島

長
野
県

石
川
県

群
馬
県

山
形
県

福
島
県

富山県

岐阜県

津南町

朝日町

上越市
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３
、
家
族
介
護
者
交
流
激
励
会

　
　

の
開
催
内
容
の
検
討
を

　

居
宅
で
介
護
し
て
い
る
多
く

の
方
が
家
族
介
護
者
交
流
激
励

会
に
参
加
し
、
意
見
交
換
や
交

流
が
で
き
る
よ
う
に
開
催
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
。

モニターの声 廃校舎の利活用は地域の意見を集約し、もっと積極的に進めてほしい。

　

寝
た
き
り
老
人
及
び
重
度

障
害
の
方
を
居
宅
で
介
護
し

て
い
る
方
に
は
、
介
護
保
険

施
設
へ
の
入
所
が
困
難
だ
け

で
な
く
、
多
種
多
様
な
事
情

や
考
え
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

居
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
精
神
的
な
支
え
と
な

る
よ
う
な
施
策
と
し
て
次
の

提
言
を
す
る
。

　

平
成
26
年
度
の
西
山
材
総

生
産
量
の
う
ち
約
９
割
を
本

町
で
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

県
民
の
多
く
は
西
山
材
の
主

た
る
産
地
は
大
江
町
と
の
意

識
が
高
い
。
こ
れ
は
、
町
の

林
業
に
対
す
る
施
策
の
遅
れ

と
意
識
の
低
さ
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。

　

森
林
は
さ
ま
ざ
ま
な
公
益

的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
町

の
資
源
で
あ
る
森
林
を
活
か

し
た
林
業
基
盤
の
産
業
振
興

を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
施

策
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

　

有
効
利
用
し
な
い
公
の
施

設
は
財
政
的
な
負
担
を
増
大

さ
せ
る
。
町
で
は
１
年
間
で

約
７
０
０
万
円
の
予
算
を
計

上
し
、
廃
校
施
設
を
維
持
管

理
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町

の
財
政
状
況
が
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
現
状
に
鑑
み
、

次
の
提
言
を
す
る
。

政策提言を活かせ
総務厚生
常任委員会

産業建設
常任委員会

寝
た
き
り
老
人
及
び

重
度
障
害
介
護
者
の

待
遇
改
善
に
つ
い
て

廃
校
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て

林
業
を
基
盤
と
し
た

産
業
振
興
に
つ
い
て

神
的
な
支
え
と
な
る
よ
う
、
近

隣
市
町
と
比
較
し
て
低
額
と

な
っ
て
い
る
激
励
金
を
年
額

６
万
円
支
給
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
支
給
に
際
し
て
は
、

介
護
状
態
の
変
化
等
を
考
慮
し

半
年
ご
と
に
支
給
す
る
こ
と
。

２
、
相
談
し
や
す
い
窓
口
体

　
　

制
の
整
備
、
巡
回
家
庭

　
　

訪
問
の
強
化
を

　

介
護
し
て
い
る
方
が
相
談
し

や
す
い
窓
口
体
制
の
整
備
並
び

に
、
町
職
員
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
の
巡
回
家
庭
訪
問
を

強
化
す
る
こ
と
。

１
、
年
額
６
万
円
の
激
励
金

　
　

の
支
給（
半
年
ご
と
）を

　

寝
た
き
り
老
人
及
び
重
度
障

害
の
方
（
要
介
護
４
と
５
）
を

居
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
精

１
、
利
活
用
計
画
の
早
急

　
　

か
つ
具
体
的
な
検
討
を

　

耐
震
化
し
て
い
る
旧
川
土
居

１
、
Ａ
材
販
売
を
中
心
と
し

　
　

た
町
経
済
の
活
性

①
林
業
基
盤
の
６
次
産
業
化

　

町
産
材
利
用
の
町
外
建
て
主

に
対
し
、
ふ
る
さ
と
ク
ー
ポ
ン

や
町
内
宿
泊
券
、
飲
食
券
等
の

町
産
品
を
返
礼
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
※
Ａ
材
が
豊
富
な
町

産
材
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

交
流
人
口
増
加
や
農
産
物
の
消

費
拡
大
と
い
っ
た
林
業
を
基
盤

と
し
た
６
次
産
業
化
と
町
の
経

済
発
展
効
果
が
得
ら
れ
よ
う
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

②
生
産
か
ら
利
用
拡
大
へ
の
支
援

　

原
木
流
通
拠
点
施
設
（
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
の
設
置
に
つ

い
て
町
と
し
て
主
体
的
に
取
り

組
み
、
町
管
理
の
遊
休
地
の
優

先
的
貸
与
や
財
政
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
。

　

町
産
材
を
使
っ
た
住
宅
の
新

築
や
増
改
築
に
つ
い
て
大
幅
な

支
援
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。 ▲保健センターの事務室

▲徳島県上勝町の木質バイオマスボイラー

　総務厚生、産業建設両常任委員会は平成28年４月
から事務事業調査を行い、政策提言として１２月２１
日に町長に提出しました。
　議会では、これからも町の政策が効率的にそして公
平に実行するように監視機能を充実し、必要に応じた
提言を行っていきます。

　

さ
ら
に
、
町
産
材
に
つ
い
て
、

町
内
外
の
建
て
主
や
設
計
士
、

施
工
業
者
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
行

う
こ
と
。

２
、
森
林
資
源
の
循
環
シ
ス

　
　

テ
ム
の
構
築

①
林
道
・
作
業
路
の
整
備

　

森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元

の
た
め
に
も
森
林
路
網
を
整
備

し
、
作
業
経
費
の
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
林
道
の

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
10
ト
ン

車
が
通
行
で
き
る
よ
う
な
道
幅

を
確
保
す
る
こ
と
。

②
再
造
林
等
へ
の
町
単
独
の
補
助

　

再
造
林
や
下
刈
り
な
ど
に
対

し
国
や
県
か
ら
の
補
助
は
あ
る

が
、
さ
ら
に
町
単
独
で
上
乗
せ

し
て
補
助
金
の
交
付
を
検
討
す

る
こ
と
。

③
人
材
育
成

　

林
業
経
営
や
林
業
技
術
の
専

門
的
資
格
取
得
へ
の
支
援
等
、

人
材
育
成
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。

④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

　

森
林
か
ら
産
出
さ
れ
る
資
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
意
味
か

ら
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
や
発
電
設
備
等
の
設
置
を

早
急
に
行
う
こ
と
。

▲

き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た

町
内
の
西
山
杉
林　
　
　

小
、旧
水
沢
小
、旧
大
井
沢
小
の

３
校
舎
に
つ
い
て
は
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
整
備
完
了
後
の
管

理
体
制
及
び
経
費
並
び
に
利
用

計
画
に
つ
い
て
、
関
係
各
種
団

体
及
び
地
元
関
係
者
等
と
早
急

か
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

２
、
町
民
体
育
館
分
館
施
設

　
　

の
解
体
処
分
等
を
含
め

　
　

た
見
直
し
を

　

旧
西
山
小
学
校
体
育
館
の
解

体
処
分
を
計
画
し
て
い
る
。
解

体
処
分
後
も
町
民
体
育
館
分
館

と
し
て
７
施
設
（
旧
睦
合
、
水

沢
、
岩
根
沢
、
川
土
居
、
入
間
、

小
山
、
大
井
沢
小
学
校
の
体
育

館
）
が
残
る
こ
と
と
な
り
、
維

持
管
理
や
解
体
処
分
等
を
含
め

て
、
各
関
係
機
関
と
協
議
す
る

こ
と
。

▲解体された睦合小学校
　跡地と再利用された町
　民体育館睦合分館

※
A
材
…
製
材
用
木
材
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　西川町議会は平成２４年度に議会基本条例を制定し
ました。行政評価は条例の第１０条の２「議会は、政
策等の実施後における各事務事業評価の審議に努める
ものとする」にのっとって行っているもので、５年目
となります。
　町が実施している政策、施策、事務事業について、
必要性、妥当性、効率性、成果などの視点から評価し
ました。
　今回は２７年度に実施された事業の中から、産業建
設常任委員会で４事業、総務厚生常任委員会で５事業
の９事業について調査を行いました。
　各項目の評価基準は右表のとおりです。

評
価
基
準

１　拡充する

２　現状のまま維持する

３　改善し継続する

４　見直しのうえ縮小する

５　期間設定し終了する

６　廃止する

【事業概要】 林地の荒廃防止のため、伐採後の造林を実施する。間伐保育については、標準的な林齢、標準的な方法
により、下刈、除伐、枝打ち、間伐などを実施する。

評　価 評価に対する説明

議会 1　拡充する

森林の町として、林業は本町の重要な産業になる可能性を持っている。
計画的な施工により、木材の循環型システムを構築し、林業従事者の
育成、雇用の確保、二酸化炭素の吸収といった効果を期待する。また、
間伐に対する負担補助や森林経営計画作成に対する支援を望む。

町 1　拡充する
「やまがた森

も り

林ノミクス」で目指す「緑の循環システム」の構築や、
県産木材の生産拡大や流通体制の整備、利用拡大など、地域の林
業・木材産業の振興の一端を担う本事業の重要性は極めて高い。

２. 町営造林事業 直接事業費　５０１万２千円

【事業概要】 事業所設置や移転を促進し、町民の雇用の創出を図る。

評　価 評価に対する説明

議会 3　改善し継続 町の活性化のためには非常に重要な施策であるが、町民や事業所に対
する制度の周知が欠けており、徹底した広報を望む。

町 2　現状のまま維持 県や関係機関からの情報収集に努め、積極的なセールスを展開し、
事業を継続することにより事業所誘致を促進する。

３. 地域産業育成事業 直接事業費　０円

【事業概要】 農業従事者の高齢化に伴う後継者の確保と耕作放棄地の解消を目的に、地域農業の担い手の確保と育成
を行う。

評　価 評価に対する説明

議会 3　改善し継続
農業の成り手不足や耕作放棄地の増加が現在の課題で、これらの
問題解消と新規就農者の初期段階として生

なりわい

業として営むことがで
きるよう町の支援が望まれる。

町 1　拡充する 社会的情勢もあり、競争も激化しているが町外及び県外からの移住によ
る新規就農者の確保や町の農業者のスキルアップにつながっている。

１. 農業担い手育成事業

【事業概要】 西川町の生き残りをかけて、町に住む価値観づくりを、まち自慢という取り組みで行う。

評　価 評価に対する説明

議会 4　見直しのうえ縮小
幸福度指数評価が町民の生活や住むための優位性にどう結び付く
のか理解できない。取組状況や意識付けの啓発に努めながら早急
にまとめて事業を終了する必要がある。

町 2　現状のまま維持 一連の取り組みの第 1段階のステップではあるが、予定通りの取り組
みであり、今後の作業に連動させていくことができる。

５. 幸福度指標化事業 直接事業費　１００万円
直接事業費　３９万３千円

　行政評価

9事業を選択

▲スクールバスで登校する小学生

【事業概要】 　※インバウンドは、韓国からの夏スキー客が始まりで、現在はモーグルスキーキャンプで継続的に進め
ている。トレッキングの観光客が増大して積極的なＰＲを展開している。台湾からは山形大学を通じて
台湾師範大学のスキー授業をきっかけに町と連携協定を締結し、相互交流を続けている。大学ＯＢや関
係者の観光客が増加している。

評　価 評価に対する説明

議会 3　改善し継続
具体的な誘客対策として、ボランティアガイドの養成、町内産業や特産
品の体験観光、ふるさと大使や提携している大学の活用があげられる。
町の予算も拡大し、推進すべきである。

町 1　拡充する インバウンド受け入れ等については着実に増えており、観光メ
ニューの整備とＰＲ強化によるさらなる増加が見込める。

４. 国際観光誘客推進事業 直接事業費　１２４万３千円　

※インバウンド…外国人観光客

▲台湾師範大学のスキー授業風景

モニターの声 育児サークル「なないろキッズ」の活動内容がわかり大変良かった。
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【事業概要】 町の福祉関係団体及び町が主催・後援する事業で、その参加者の移動手段としてのバスの運行及び管理
業務を行っている。

評　価 評価に対する説明

議会 2　現状のまま維持

各種団体の活動の幅を広げるためには重要な事業であり、安全運行
に十分な配慮がなされ多くの利用者の利便向上に貢献している。今
後とも人生の生きる幅を広げていくための一助となる事業に発展さ
せていくことが大切である。

町 1　拡充する
これまでの運行実績から、福祉事業における福祉バスの重要性は
高く、また町の事業においても効率的に活用しているなど、事業
を行う上で、大きな効果をもたらしている。

６. 福祉バス管理に要する経費 直接事業費　３２万２千円

【事業概要】 全出生児への子育て祝い金 10万円の贈呈・紙おむつ代助成等子育て支援などを行っている。

評　価 評価に対する説明

議会 2　現状のまま維持
妊娠期から育児期を経て義務教育就学期までの細やかな施策の展開に
は評価の高いものがある。ただ、結婚のための施策であるブライダル
サポート、さらには若者定住支援策を充実強化することが必要である。

町 1　拡充する

多種多様な要望はあるが、実施事業については、おおむね良い評
価を得ている。安心して子どもを産み育てることができるトータ
ル的な環境の整備と支援を行うため、金銭や物資等直接的な支援
によらない、トータル的なサービス提供の充実など、検討と見直
し、対応が必要になっている。

７. 西川町子育て応援事業 直接事業費　８４５万６千円

【事業概要】 常時使用できるように、電気水道料の支払いや傷んだ箇所の修繕工事を行い、上下水道施設や電気保安、
警備保障等については業者委託、施設の監視・環境維持管理については地元の区に委託している。耐
震化されていない建物については、順次解体工事を実施している。27年度は岩根沢小学校の校舎解体、
体育館を改修している。

評　価 評価に対する説明

議会 4　見直しのうえ縮小
旧校舎の解体は年次計画を策定し進め、具体的な利活用は早急に
実施すべきである。また、人口減少並びに町民体育館新築を考慮
したとき、旧体育館は解体を含めて地域と検討すべきである。

町 2　現状のまま維持
将来の歴史民俗拠点施設、産業交流拠点施設、自然教育・学習の拠点施
設であり、現状を維持しなければならない。また、解体計画のある施設
についても現在使用しているため安全性を維持する必要がある。

【事業概要】 小学校及び中学校児童生徒の登下校並びに校外学習や部活動へのスクールバス運行にかかる経費である。

評　価 評価に対する説明

議会 2　現状のまま維持
通学以外の校外活動及び部活動等での活用方法についても検討し
ながら、安全運転に十分留意し、円滑な事業の実施に努めること
が必要である。

町 2　現状のまま維持
バスを購入して 5年が経過し、維持管理経費が年々増加している。い
ずれは、車両の更新、児童生徒減少に伴う運行経路及び運行台数の検討
をすることとし、それまでは現状維持としたい。

９. 廃校施設の維持管理に要する経費

８. スクールバス運行に要する経費

直接事業費　４，２４３万３千円

直接事業費　４，３６４万３千円

　

５
月
10
日
に
、
議
会
広
報
誌
の

研
修
で
議
会
広
報
常
任
委
員
５
人

が
来
町
し
、
中
山
町
議
会
初
の
広

報
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
本
町
の

議
会
だ
よ

り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学

習
し
ま
し

た
。

　
（
広
報

広
聴
常
任

委
員
会
で

対
応
）

　

５
月
25
日
に
、
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
等
で
総
務
文
教
常
任
委
員

10
人
が
研
修
に
来
町
し
、
西
川
小

学
校
で
放
課
後
の
子
ど
も
達
の
様

子
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
（
総
務

厚
生
常
任

委
員
会
で

対
応
）

　

11
月
９
日
に
、
議
員
自

ら
で
作
る
議
会
広
報
誌
の

研
修
の
た
め
、
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
６
人
が
来
町

し
ま
し
た
。

　

（
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
対
応
）

　

６
月
29
日
に
、
議
会
活

性
化
の
視
察
で
議
会
運
営

委
員
会
７
人
が
来
町
し
、

行
政
評
価
と
議
会
だ
よ
り

の
紙
面
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

（
議
会
運
営
委
員
会
で

対
応
）

　

11
月
29
日
に
、
議
会
基

本
条
例
を
新
た
に
制
定
す

る
た
め
の
参
考
と
し
て
、

総
務
文
教
委
員
５
人
が
来

町
し
視
察
し
ま
し
た
。

　

（
議
会
運
営
委
員
会
で

対
応
）

　山形
県
中
山
町
議
会

　富山
県
滑
川
市
議
会

　山形
県
尾
花
沢
市
議
会

　福島
県
鏡
石
町
議
会

　群馬
県
川
場
村

▲尾花沢市議会の研修

▲滑川市議会の小学校訪問 ▲中山町議会の研修

▲議場で川場村議会と ▲役場玄関で鏡石町議会と

西川町議会に多くの視察!!

　

平
成
28
年
は
、
本
町
議
会

に
５
つ
の
市
町
村
議
会
が
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
川
町
議
会
は
、
24
年
か

ら
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
「
開
か

れ
た
議
会
」
「
分
か
り
や
す

い
議
会
」
を
目
標
に
、
25
年

３
月
に
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
議
会
傍
聴
規
則
も
改

正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の
充

実
や
町
民
と
議
会
の
対
話
の

集
い
の
開
催
、
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
な
ど
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
が

他
市
町
村
か
ら
注
目
を
集
め
、

年
々
視
察
に
く
る
議
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
機
会
が
あ
る
た

び
に
先
進
地
の
議
会
へ
研
修

に
行
き
、
今
後
も
町
民
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会

に
な
る
よ

う
研
さ
ん

を
積
ん
で

い
き
ま
す
。

西川町議会に
多くの視察!!
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発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

次回定例会は
3月です

皆さん傍聴して
みませんか

（３月２日～１４日の予定）

インターネットでも
ご覧いただけます

議会へのおさそい

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　
　

議　
　

長　

伊
藤　

哲
治

《
編
集
委
員
》

　
　

委
員
長　

佐
藤　

耕
二

　
　

副
委
員
長　

飯
野　

咲
子

　
　

委　
　

員　

奥
山　

敏
行

　
　

委　
　

員　

大
江　

広
康

編

　後

編

後

編

後　
集

　記

平
成

29年
1月

1６日
発

行
99号

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
末
の
国
会
は
大
揺
れ
に
揺
れ

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
最
大
限
に
生
か
し
、

農
林
業
等
も
地
方
の
隅
々
ま
で
元

気
に
す
る
、
カ
ジ
ノ
で
観
光
収
入

を
増
加
さ
せ
る
と
政
府
は
言
う
が
、

何
か
が
違
う
。
カ
ジ
ノ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
小
さ
な
地
方
の
町
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
知
恵
を

絞
る
町
民
、
高
齢
者
が
多
く
と
も

元
気
な
町
民
、
新
規
就
農
者
の
微

増
、
モ
ノ
づ
く
り
の
起
業
者
や
地

域
お
こ
し
に
頑
張
る
方
々
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

町
出
身
の
青
年
や
子
ど
も
達
が

都
会
で
力
を
蓄
え
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
え
る

町
へ
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
山　

敏
行
）

ら
な
い
方
法
、
口
腔
ケ
ア
、

１
０
０
歳
体
操
な
ど
、
３
週
目

は
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
４
週
目
は

誕
生
会
（
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
）

の
月
４
回
を
原
則
と
し
、
お
茶

飲
み
を
楽
し
み
、
お
昼
ご
飯
を

食
べ
て
い
ま
す
。
１
回
の
会
費

は
３
０
０
円
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
11
月
ま
で
の
約
１
年
間

で
、
延
べ
３
０
０
人
を
超
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
で
見
守
る

　

多
く
の
方
々
の
支
援
と
指
導

の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ

も
16
人
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

ま
た
高
齢
者
（
お
客
様
）
の
皆

さ
ま
方
に
も
大
変
喜
ば
れ
、
現

在
２
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

長
く
続
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
地

区
で
も
ぜ
ひ
立
ち
上
げ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護

『 女性 』シリーズ　6

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

　

平
成
26
年
度
に
募
集
の
あ
っ

た
町
民
提
案
制
度
に
応
募
し
、

「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
」

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

課
長
等
と
何
度
も
話
し
合
い
、

県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
西
川
ド
リ

ー
ム
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

海
味
地
区
で
、
こ
の
事
業
に

関
心
が
あ
り
そ
う
な
人
に
声
掛

け
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々

か
ら
賛
同
を
得
ま
し
た
。
区
と

の
話
し
合
い
で
、
実
施
場
所
を

海
味
公
民
館
と
決
め
て
始
め
ま

し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

　

週
１
回
金
曜
日
を
お
茶
飲
み

会
と
し
、
１
週
目
は
脳
ト
レ
、

２
週
目
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
応

援
で
介
護
予
防
、
認
知
症
に
な

保
険
に
頼
ら
な
い
で
、
地
域
で

見
守
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
私
た

ち
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
で
見
守
る
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